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総所要時間による拠点箇所選定の考え方
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 拠点Ａから、配送先Ｃ、Ｄ、Ｅへの総所要時間（TAC＋ TCD＋ TDE＋ TEA ）と
拠点Ｂから、配送先Ｃ、Ｄ、Ｅへの総所要時間（TBE＋ TEC＋ TCD＋ TDB ）のうち、
早い方の拠点を選定する。

※各拠点から逆回りの場合の総所要時間も考慮
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総所要時間の算定イメージ
拠点Ｂの場合、渋滞区間 を通行することになり、拠点Ａよりも時間がかかる。
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拠点箇所選定の方法
前頁で示した渋滞を考慮した配送に要する総所要時間から、①人件費の軽減分

を試算。

また、②燃費も同様に算出し、軽減分を試算。

①人件費・②燃費（ランニングコスト）の軽減分と③拠点の購入・借用費用（初期コ
スト）の差を算出。

拠点Ａ、Ｂのどちらがトータルコスト（①＋②＋③）で有利かを比較検討し、拠点箇
所の選定を提案。

高速道路を利用するようなより広い範囲での検討の場合、④高速道路料金もラン
ニングコストに考慮します。

所要時間、燃費の算出においては、弊社保有のトラプロ®データによる、貨物車の
走行実績に基づき、算定します。

走行する時間帯についても考慮して算定します。

算定条件（補足）


